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故
坂
田
三
男
氏
（
薗
部
町
2

丁
目
）
よ
り
永
野
川
緑
地
公
園

に
あ
ず
ま
や
2
基
、
シ
ェ
ル

タ
ー
2
基
、
ベ
ン
チ
3
基
、
健

康
遊
具
4
基
（
左
岸
側
）
等
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
前
は
、
永
野
川
緑
地
公
園
を

よ
く
利
用
さ
れ
て
、
障
害
者
で
も

使
い
や
す
い
施
設
の
整
備
に
活
用

し
て
欲
し
い
、
と
の
思
い
か
ら
寄

贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

あ
ず
ま
や
等
は
、
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

河
川
緑
地
課
☎
（21）
2
4
1
3

　

本
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
求
め
る
非
核

平
和
を
推
進
す
る
こ
と
を
表
明

す
る
た
め
、
平
成
24
年
3
月
1

日
に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
狩
猟
免
許
試
験

①
日
時　

8
月
24
日
（
日
）
9

時
30
分
〜

◆
場
所　

県
安
蘇
庁
舎
（
佐
野

市
堀
込
町
）

◆
免
許
の
種
類　

わ
な
猟
免
許
、

第
一
種
銃
猟
免
許

◆
申
込
期
間

8
月
4
日
（
月
）
〜
14
日
（
木
）

②
日
時　

平
成
27
年
1
月
28
日

（
水
）
9
時
30
分
〜

◆
場
所　

県
上
都
賀
庁
舎
（
鹿

沼
市
今
宮
町
）、
国
府
公
民
館

（
惣
社
町
）

◆
免
許
の
種
類　

わ
な
猟
免
許

◆
申
込
期
間

平
成
27
年
1
月
9
日
（
金
）
〜

16
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
合
先

県
南
環
境
森
林
事
務
所
環
境
企
画
課

　
　

☎
0
2
8
3

（23）
1
4
4
1

◆
問
合
せ
の
み

　

 

農  

林  

課
☎
（21）
2
2
8
9

　

 

産
業
振
興
課
☎
（43）
9
2
1
2

　

 

産
業
振
興
課
☎
（62）
0
9
0
6

　

 

産
業
振
興
課
☎
（29）
1
1
0
4

　

 

産
業
振
興
課
☎
（92）
0
3
1
3

　

 

産
業
振
興
課
☎
（55）
7
7
8
9

　

建
物
の
新
築
や
増
改
築
を
す

る
場
合
、
敷
地
は
建
築
基
準
法

で
定
め
ら
れ
た
道
路
（
原
則
幅
員

4
ｍ
以
上
）
に
接
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
幅

員
4
ｍ
未
満
の
道
路
で
あ
っ
て

も
建
築
基
準
法
の
適
用
を
受
け

る
前
か
ら
建
物
が
立
ち
並
ん
で

い
る
道
路
（
法
42
条
2
項
道
路
）

に
接
し
て
い
る
場
合
は
、
建
物

を
建
て
る
と
き
に
道
路
の
中
心

線
か
ら
2
ｍ
の
線
ま
で
敷
地
を

後
退
さ
せ
る
こ
と
で
、
幅
員
4

ｍ
の
道
路
が
あ
る
と
み
な
し
て

建
築
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
後
退
し
た
部
分
は
道
路
と

同
じ
扱
い
と
な
り
建
物
や
塀
な
ど

を
造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
促
進

事
業

　

市
で
は
「
後
退
用
地
無
償
使

用
承
諾
書
」
の
提
出
が
あ
っ
た

永
野
川
緑
地
公
園
に
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

　
　
　
　
　
　

  

よ
る
相
談
会

家
を
建
て
る
と
き
に
、敷
地
に
接
す
る
道
路
が
幅
員
4
ｍ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

7
月
定
例
教
育
委
員
会

◆
日
時 
7
月
25
日
（
金
）
9
時

定
例
教
育
委
員
会

○
貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
管
理
を

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
、

水
道
水
を
受
水
槽
や
高
架
タ
ン

ク
な
ど
の
貯
水
槽
に
い
っ
た
ん

貯
め
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、

受
水
槽
か
ら
先
の
施
設
や
水
の

管
理
は
、
貯
水
槽
設
置
者
の
責

任
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

貯
水
槽
の
適
切
な
管
理
を
行

わ
な
い
と
、
水
の
汚
染
や
水
質

の
悪
化
な
ど
が
起
こ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

・
水
槽
の
定
期
的
な
清
掃

・
施
設
の
点
検

・
水
質
の
検
査
（
特
に
色
、
臭

い
等
水
質
に
異
常
を
感
じ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
。）
の
実
施
な

ど
、
水
の
安
全
の
た
め
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
清
掃
を
委
託
す
る
場

合
は
、
資
格
を
持
っ
た
業
者
に

依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
水
道
を
使
用
く
だ
さ
い

　

水
道
事
業
で
は
、
安
心
で
安

全
な
水
道
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
使
っ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
水
道
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
水
装
置
工
事
は
、
市

の
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置
工
事

上
水
道
の
お
知
ら
せ

　

求
職
者
の
個
々
人
の
経
歴
や

能
力
、
趣
味
か
ら
最
適
な
職
業

の
発
見
や
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
の

方
向
性
を
明
確
に
す
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

本

本本

◆
日
時 
8
月
27
日
（
水
）

9
時
30
分
〜
11
時
30
分（
受
付
）

◆
場
所 
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら

（
大
平
町
富
田
）

　

 

健
康
増
進
課
☎
（25）
3
5
1
1

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
♥

本

・
適
職
診
断

・
就
職
相
談　

等

◆
日
時 
8
月
8
日
（
金
）
13
時

〜
16
時

◆
場
所 
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象 
市
内
在
住
の
方

◆
定
員 
13
時
〜
、
14
時
〜
、

15
時
〜　

各
1
人　
　

計
3
人

※

先
着
順
・
要
申
込
み

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込　

8
月
1
日（
金
）ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で 　

 

商

工
観
光
課（
☎
（21）
2
3
7
1
）へ

藤大本都西岩

栃
木
市
は
非
核
平
和
宣
言
都
市
で
す

栃木市非核平和都市宣言
　わが国は、広島・長崎に投下された原子爆弾による世界で唯一の戦争被爆国です。多くの

犠牲のもとに戦争の悲惨さ、平和の大切さを学んだ日本国民は、憲法に恒久平和の理想を掲

げ、その実現に努めてきました。

　しかし、世界各地に核兵器が存在し、人類はその脅威にさらされ続けています。さらに、

わが国では東日本大震災による原子力発電所の事故が発生し、再び放射性物質の被害と向

き合うことになりました。

　栃木市は、豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統に育まれてきたまちです。このまちを誇りに思

う栃木市民は、核兵器の脅威のない平和で安心して暮らせる社会の実現を求めて自ら行動し、

未来を支える子どもたちに戦争の悲惨さ、平和の大切さを伝えていくことを誓います。

　そして、核兵器の廃絶と平和で安心して暮らせる社会の実現を全世界の人々に強く訴え、

ここに栃木市が｢非核平和都市｣であることを宣言します。

　　平成 24 年 3月1日

　

こ
の
宣
言
に
基
づ
き
各
種
啓

発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

 

総　

務　

課
☎
（21）
2
3
4
2栃木県栃木市

くに

ぎ せい

じつげん

せ かいかくち

ひがしにほんだいしんさい げんしりょくはつでんしょ じ  こ はっせい ふたた ほうしゃせいぶっしつ ひ がい む

あ

くに

とち ぎ   し

とち ぎ   し ひ かくへい わ と  し せんげん

とち ぎ   し みん

み らい ささ こ

かくへい き はいぜつ へい わ あんしん く しゃかい じつげん ぜん せ かい ひとびと つよ うった

せんそう ひ さん へい わ たいせつ つた ちか

かくへい き きょうい へい わ あんしん く しゃかい じつげん もと みずか こうどう

ゆた し ぜん めぐ れき し でんとう はぐく ほこ おも

かくへい き そんざい じんるい きょうい つづ

つと

せんそう ひ さん へ いわ たいせつ まな に ほんこくみん けんぽう り そう かかこうきゅうへいわ

ひろしま ながさき げん し  ばくだんとう か せ かい ゆいいつ おおせんそう ひ ばくこく

場
合
、
後
退
部
分
を
道
路
と
し

て
整
備
し
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
非

課
税
措
置
や
後
退
に
伴
う
塀
や

門
の
撤
去
費
用
の
一
部
補
助
制

度
（
限
度
額
10
万
円
）
が
あ
り

ま
す
。

　

後
退
用
地
を
市
に
寄
付
し
て

い
た
だ
け
る
場
合
に
は
、
分
筆

測
量
費
の
一
部
も
補
助
し
て
い

ま
す
。（
限
度
額
30
万
円
）

　

な
お
、
こ
の
補
助
制
度
の
利

用
を
申
請
す
る
に
は
、
事
前
協

議
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で

左
記
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 

建
築
指
導
課
☎
（21）
2
4
4
1

　

 

都
市
建
設
課
☎
（43）
9
2
1
5

　

 

都
市
建
設
課
☎
（62）
0
9
0
8

　

 

都
市
建
設
課
☎
（29）
1
1
0
5

　

 

産
業
建
設
課
☎
（92）
0
3
1
4

　

 

都
市
建
設
課
☎
（55）
7
7
6
8

2ｍ 2ｍ

道路境界線 道路境界線

隣地境界線

道路後退線

4ｍ未満の道路4ｍ未満の道路4ｍ未満の道路 建築できる範囲後退
敷地

2ｍ 2ｍ

中心線

道路とみなす部分

フェンス
・塀など

4ｍ未満の道路4ｍ未満の道路4ｍ未満の道路 後退敷地後退敷地

事
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
水
道
料
金
等
の
支
払
い
は
便

利
な
口
座
振
替
で

　

市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金

融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口

に
、
通
帳
・
届
出
印
と
水
道
の

検
針
票
ま
た
は
水
道
料
金
の
領

収
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
栃
木
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
）

水
道
工
務
課
（
栃
木
水
道
庁
舎

内
）☎
（25）
2
1
0
5

 （
大
平
・
藤
岡
・
岩
舟
地
域
の

方
）
南
部
水
道
事
務
所
（
大
平

総
合
支
所
内
）☎
（43）
9
2
2
1

（
都
賀
・
西
方
地
域
の
方
）
北

部
水
道
事
務
所
（
西
方
総
合
支

所
内
）☎
（92）
0
3
1
7

本

本大藤都西岩

ベンチ シェルター あずまや

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保

を
図
る
た
め
、
7
月
〜
8
月
を

「
市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

2
0
1
4
夏
」
と
し
て
、
栃
木

県
と
の
協
働
に
よ
り
県
下
一
斉

に
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

市
税
の
滞
納
は
納
期
内
に
税

金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
大

多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

督
促
状
の
送
付
な
ど
の
経
費
に

余
分
な
税
金
を
使
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で

は
収
入
や
財
産
が
あ
り
な
が
ら

市
税
を
納
付
し
よ
う
と
し
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
の
滞
納
処
分

（
差
押
え
な
ど
）
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
主
的

な
納
期
内
で
の
納
付
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
滞
納
解
消
へ
向
け
た
取
組

○
納
税
相
談　

市
税
な
ど
を
納

期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
の
相
談
。

○
納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
付
の
な
い
方
に
対
し
、

催
告
書
の
送
付
、
電
話
催
告
、

自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問
。

○
財
産
調
査　

滞
納
者
の
財
産

に
つ
い
て
官
公
署
・
金
融
機
関
・

生
命
保
険
会
社
・
勤
務
先
な
ど

に
対
し
て
調
査
（
※
こ
れ
ら
の

調
査
は
法
律
に
基
づ
き
、
滞
納

者
に
事
前
に
了
承
を
得
ず
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

○
滞
納
処
分　

預
貯
金
や
生
命

保
険
、
給
与
の
ほ
か
自
動
車
・

不
動
産
な
ど
へ
滞
納
処
分
（
差

押
）。
滞
納
処
分
後
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
滞
納
処
分
財
産

の
公
売
・
取
立

　

 

収  

税  

課
☎
（21）
2
2
8
1

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
４
夏

　

〜
あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く
〜

本

30
分
〜

◆
場
所 
吹
上
公
民
館（
吹
上
町
）

8
月
定
例
教
育
委
員
会

◆
日
時 
8
月
25
日（
月
）14
時
〜

◆
場
所 
遊
楽
々
館
（
岩
舟
町

三
谷
）

☆
共
通
事
項

　

会
議
は
原
則
公
開
で
す
が
、
案

件
に
よ
り
非
公
開
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
教

育
総
務
課
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

　

 

教
育
総
務
課
☎
（21）
2
4
6
1


